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リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ 

◉ 

私
の
研
究
履
歴

誤
認
の
継
承
　
―
『
篠
枕
』
の
作
者
を
め
ぐ
っ
て
―�

井
上
　
敏
幸

一
、
通
勝
は
、
作
者
で
は
な
い

紀
行
『
篠
枕
』
に
つ
い
て
の
『
増
補
版
国
書
総
目

録
』
の
記
載
は
、

○
篠
枕
さ
さ
ま

く

ら
別‌

さ
ゝ
枕
類
紀
行
著
中
院
通
勝
活
続

帝
国
文
庫
続
々
紀
行
文
集
・
扶
桑
拾
葉
集
下

の
ご
と
く
で
あ
り
、
伝
本
は
、
刊
本
の
『
扶
桑
拾
葉

集
』
収
載
本
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

佐
賀
県
鹿
島
市
の
祐
徳
博
物
館
蔵
中
川
文
庫
に
は
、

写
本
『
篠
枕
』
と
、
肥
前
鹿
島
第
四
代
藩
主
鍋
島
直

條
が
編
ん
だ
、
写
本
の
和
文
叢
書
『
桑
弧
』
巻
十
に

収
め
ら
れ
て
い
る
一
本
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
他
に

伝
本
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
ず
は
稀
覯
本
と
称
す

べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
稀
覯
本
『
篠
枕
』
の
作
者
に
つ

い
て
、『
扶
桑
拾
葉
集
』
の
目
録
は
「
さ
ゝ
枕　

同

（
源
通
勝
）」、
巻
二
十
七
の
本
文
で
は
「
篠
枕　

同

（
源
通
勝
）」
と
し
、
直
條
の
『
桑
弧
』
は
「
篠
枕　

中

院
通
勝 

中
納
言
法
名
素

然
号
也
足
軒
」、
ま
た
、『
続
帝
国
文
庫
続
々
紀

行
文
集
』
は
、「
篠
枕　

中
院
通
勝
」
と
し
て
い
る
。

中
川
文
庫
の
写
本
『
篠
枕
』
に
は
、
作
者
名
は
「
権

◯
◯

◯
◯

中
納
言
通
勝
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
ご
と
く

に
諸
本
を
見
渡
し
て
み
る
と
、『
篠
枕
』
の
作
者
は
、

「
中
院
通
勝
」
と
い
っ
て
一
見
問
題
は
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
こ
の
作
者
を
中
院
通

勝
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
説
に
異
を
称
え
ら
れ
た
の

が
、
柳
瀬
万
里
氏
で
あ
っ
た
。
氏
は
、『
和
歌
大
辞

典
』「
篠
枕
」
の
項
で
、「
伝
中
院
通
勝
著
」
説
を
提

出
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
は
、『
辞
典
』
項
目
の
文
字
数

制
限
か
ら
で
あ
ろ
う
「
伝
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に

つ
い
て
は
、
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
い
ま
、
柳

瀬
氏
の
「
伝
」
が
、
奈
辺
よ
り
出
て
来
た
か
を
考
え

て
み
る
と
、『
続
々
紀
行
文
集
』
の
校
訂
者
の
岸
上
質

軒
の
解
題
が
持
っ
て
い
る
迂
闊
さ
あ
た
り
か
ら
で
は

な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
少
々
長
く
な
る
が
、
岸

上
質
軒
の
解
題
全
文
を
引
用
す
る
。

　

篠
枕　
　

中
院
通
勝

元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）。
京
都
よ
り
江
戸
に
下

り
。
将
軍
徳
川
秀
忠
に
謁
し
た
る
あ
り
。
通
勝
は

●
生
年
月
日
　	

一
九
四
二
年
八
月
一
〇
日

（
昭
和
一
七
年
）

●
卒
論
題
目
　	

俳
文
に
お
け
る
漢
文
脈
―

風
俗
文
選
を
中
心
に
―

●
デ
ビ
ュ
ー
論
文
　	

芭
蕉
庵
の
形
象
―「
あ

つ
め
句
」
序
説
―
（
岩
波
書
店　

文
学　

昭

和
五
〇
年
一
二
月
）

●
思
い
出
の
研
究
書
（
論
文
）　	

「〈
天
下
の
町

人
〉
考
」
中
村
幸
彦
先
生
著
（『
西
鶴
研
究
』

第
一
冊　

昭
和
一
七
年
六
月
『
中
村
幸
彦
著

述
集
』
３
再
録
）

●
研
究
以
外
の
趣
味
　	

特
に
な
し

◎
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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權
大
納
言
通
為
の
子
。
才
識
超
凡
の
聞
あ
り
。
權

中
納
言
正
三
位
に
至
り
し
が
、
天
正
八
年
正
月
官

を
辞
し
、
後
旨
に
違
ひ
出
奔
し
て
丹
後
に
潜
居

し
、
薙
髪
し
て
素
然
と
称
し
、
也
足
軒
と
号
す
。

時
に
細
川
幽
斎
丹
後
の
田
辺
城
に
在
り
し
か
ば
、

素
然
之
に
就
き
て
歌
道
の
秘
奥
を
学
ぶ
。
慶
長
四

年
（
一
五
九
九
）
赦
さ
れ
て
京
都
に
帰
り
、
慶
長

十
五
年
（
一
六
一
〇
）
三
月
、
五
十
三
歳
に
て
薨

ず
。
著
す
所
和
歌
鈔
若
干
巻
。
源
氏
物
語
註
釋
五

十
余
巻
あ
り
。

岸
上
質
軒
は
、
作
者
を
中
院
通
勝
と
し
、
紀
行
の
成

立
年
次
を
冒
頭
の
記
述
の
通
り
、
元
和
六
年
と
考

え
、
そ
の
旅
の
目
的
は
将
軍
秀
忠
へ
の
謁
見
の
た
め

で
あ
っ
た
と
考
え
た
上
で
、
通
勝
の
生
涯
を
略
記

し
、
慶
長
十
五
年
三
月
、
五
十
三
歳
で
薨
じ
た
と
述

べ
、
最
後
に
そ
の
著
作
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る

が
、
問
題
と
な
る
迂
闊
さ
は
、
慶
長
十
五
年
に
薨
じ

た
通
勝
が
、
十
年
後
の
元
和
六
年
に
、
江
戸
下
り
の

旅
を
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
通

勝
が
薨
じ
た
の
が
、
慶
長
十
五
年
三
月
二
十
五
日
で

あ
る
こ
と
は
、
諸
史
資
料
に
徴
し
て
間
違
い
は
な

い
。
と
す
れ
ば
、
手
続
き
と
し
て
今
度
は
、『
篠
枕
』

の
旅
が
元
和
六
年
の
事
実
を
伝
え
た
も
の
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
を
一
応
疑
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な
ろ

う
。
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
で
改
め
て
、『
篠
枕
』
の

内
容
を
検
討
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

旅
立
ち
の
日
付
は
、
冒
頭
の
記
述
「
元
和
庚
申
年

季
秋
初
日
」
だ
け
で
は
、
七
・
八
・
九
の
い
ず
れ
の

月
で
あ
る
か
が
決
定
で
き
な
い
が
、
紀
行
末
尾
の

「
神
無
月
時
雨
ふ
る
」
と
い
う
記
述
よ
り
、「
季
秋
」

が
前
月
の
「
九
月
」
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
つ
ま
り
、
作
者
は
、
元
和
六
年
九
月
一
日
に

京
都
を
立
ち
、
同
十
三
日
に
江
府
（
江
戸
）
に
着
き
、

翌
十
四
日
、「
二
品
親
王
の
後
へ
に
随
ひ
、
大
樹
公
の

御
座
を
拝
し
」
て
い
る
。
そ
し
て
「
三
十
日
は
か
り

過
」
ぎ
た
「
時
雨
ふ
る
」
日
、
つ
ま
り
、
十
月
十
四

日
頃
（
こ
の
年
の
九
月
は
大
の
月
）
に
末
尾
の
歌

「
一
夜
だ
に
あ
か
し
か
ね
ぬ
る
篠
枕
い
か
で
こ
ゝ
ら

の
ゆ
め
を
見
つ
ら
ん
」
を
詠
み
、
こ
の
紀
行
を
結
ん

で
い
る
。
で
は
、
こ
の
元
和
六
年
九
月
十
四
日
か
ら

十
月
十
四
日
ま
で
の
約
一
ヶ
月
間
に
、
江
戸
城
に
お

い
て
「
大
樹
公
」
秀
忠
が
「
二
品
親
王
」
に
謁
し
た

と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
見
て
み
る
と
、

九
月
十
四
日
に
そ
う
し
た
記
事
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

見
い
出
し
え
な
い
が
、『
徳
川
実
紀
』
巻
五
十
三
、
元

和
六
年
十
月
の
条
に
、

○
十
月
六
日
照
高
院
門
跡
興
意
法
親
王
参
向
あ
り

し
か
ば
。
水
野
監
物
忠
元
慰
労
の
御
使
し
て
其
旅

館
に
至
り
し
が
。
忠
元
其
座
に
於
て
頓
死
す
。
法

親
王
も
ま
た
程
な
く
逝
去
せ
ら
る
。（
紀
年
録
）

と
あ
り
、
ま
た
、
照
高
院
門
跡
の
薨
去
に
つ
い
て
は
、

『
続
史
愚
抄
』
五
十
三
「
後
水
尾
天
皇
」
上
、
十
月
の

条
に
、

と
あ
る
。『
徳
川
実
紀
』
の
記
事
は
、
十
月
六
日
に
、

あ
た
か
も
こ
の
頃
江
戸
へ
参
向
し
て
い
た
照
高
院
門

跡
興
意
法
親
王
を
慰
め
る
た
め
に
、
水
野
監
物
が
、

そ
の
滞
留
さ
れ
て
い
る
旅
館
を
尋
ね
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
記
述
は
、『
篠
枕
』
の
「
二
品
親

王
」
の
江
戸
滞
在
期
間
に
そ
の
ま
ま
重
な
る
と
い
っ

て
よ
い
。
こ
の
二
つ
の
資
料
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

親
王
は
十
月
七
日
に
急
死
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
と
い
う
こ
と
で
、
九
月
十
四
日
、
江
戸
城
で
、

秀
忠
に
拝
謁
し
た
「
二
品
親
王
」
は
、「
興
意
法
親

王
」
で
あ
っ
た
と
考
え
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
『
篠
枕
』
の
内
容
は
、
元
和
六
年
の
事

実
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
疑
う
必
要
は
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
か
く
て
、『
篠
枕
』
の
作
者
は
「
通

勝
」
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
、
証
明
さ
れ
た
と
い
っ

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
柳
瀬
万
里
氏
が
「
伝
」
の
一
字

を
置
い
て
、「
中
院
通
勝
」
説
を
疑
わ
れ
た
の
も
、
紀

○
七
日
辛
亥
。
聖
護
院
入
道
二
品
興
意
親
王
元
道
勝
。

陽
光
院

主
。
干
時
隠

居
照
高
院
云
。薨
干
武
蔵
江
戸
。
四
十
五
歳
。
按
四
十
四
歟
。

○
紹
運
録
、
諸
家
伝
、
家
記
追
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行
の
内
容
が
こ
の
史
的
事
実
に
合
致
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
読
み
取
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た

か
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、『
篠
枕
』
の
作
者
は
誰
だ
っ
た
か
と
い
う
こ

と
が
改
め
て
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ま

た
、
作
品
の
中
か
ら
読
み
と
れ
る
よ
う
に
思
う
。

本
紀
行
の
作
者
は
、
冒
頭
の
記
述
「
或
人
吾
妻
の

旅
に
出
立
給
ふ
。
己
も
ゆ
く
り
な
く
伴
ひ
よ
り
て
」

の
「
己
」
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ

の
「
或
人
」
と
「
己
」
の
関
係
は
、
九
月
十
四
日
の

秀
忠
拝
謁
の
場
面
で
の
「
二
品
親
王
の
後
へ
に
随

ひ
、
大
樹
公
の
御
座
を
拝
し
」
た
関
係
と
同
じ
で
あ

る
と
い
え
る
。

秀
忠
に
拝
謁
し
た
「
二
品
親
王
」
は
、
慶
長
十
八

年
（
一
六
一
三
）
十
一
月
二
品
に
叙
せ
ら
れ
た
興
意

法
親
王
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、『
国
史
大
辞
典
』
の

説
明
を
借
れ
ば
、
親
王
は
、
慶
長
十
九
年
八
月
、
方

広
寺
大
仏
殿
の
棟
札
の
銘
文
に
、
徳
川
氏
調
伏
の
修

法
を
行
っ
た
と
の
嫌
疑
を
受
け
て
い
た
が
、
そ
の
後

嫌
疑
が
解
け
、
幕
府
よ
り
一
寺
を
寄
進
さ
れ
、
洛
東

白
川
に
新
坊
を
建
立
し
、
照
高
院
を
こ
こ
に
移
さ
れ

た
。
そ
し
て
そ
の
謝
儀
の
た
め
、
元
和
六
年
（
一
六

二
〇
）
九
月
江
戸
へ
赴
き
、
同
地
滞
在
中
、
十
月
七

日
に
急
死
し
た
、
と
の
記
述
が
あ
っ
て
、
興
意
法
親

王
の
江
戸
下
向
の
目
的
も
明
か
で
、「
二
品
親
王
」
が

興
意
法
親
王
で
あ
る
こ
と
を
疑
う
余
地
は
全
く
な
い

と
い
っ
て
よ
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
こ
の
興

意
法
親
王
が
こ
の
『
篠
枕
』
の
作
者
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
十
月
七
日
に
親
王
が
薨
じ

た
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
、
十
月
七
日
と
い
う
日
時

は
、
実
は
こ
の
紀
行
作
品
内
の
文
学
的
時
空
の
中
に

属
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

二
、
作
者
は
、
道
晃
法
親
王
で
あ
る

で
は
、
こ
の
紀
行
の
作
者
は
誰
れ
で
あ
っ
た
か
を

吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
い
ま
見
た
よ
う
に

「
或
人
」
が
「
二
品
興
意
法
親
王
」
で
あ
る
こ
と
が
間

違
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
新
た
に
問
題
と

な
る
の
は
、
興
意
法
親
王
に
「
伴
ひ
よ
り
て
」
江
戸

へ
下
り
、
そ
の
「
後し

り

へ
に
随
」
っ
て
秀
忠
に
謁
し
た

「
己
」
な
る
人
物
が
誰
だ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
つ
ま
り
作
者
は
、
興
意
法
親
王
の
「
後し

り

へ
に
随
」

が
っ
て
い
た
「
己
」
な
る
人
物
だ
っ
た
か
と
い
っ
て

よ
い
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
人
物
を
、
ど
の
よ
う
な

人
物
だ
っ
た
と
想
定
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
こ
と
が

問
題
と
な
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
ヒ

ン
ト
と
な
り
う
る
も
の
が
、
こ
の
紀
行
作
品
の
中
に

見
い
出
せ
る
。
九
月
十
一
・
十
二
日
の
、
小
田
原
の

「
そ
み
か
く
た
」
を
尋
ね
、
一
夜
を
過
し
、
翌
朝
の
出

発
ま
で
を
記
し
た
一
段
が
そ
れ
で
あ
る
。

十
一
日
、
ま
だ
明
や
ら
ぬ
に
、
箱
根
山
を
攀

（
よ
じ
の
ぼ
）

躋
る
。

幽
邃
ノ
間
、
け
は
し
き
山
路
を
あ
ふ
ぎ
見
つ
ゝ
、

し
ぶ
り
行

（
ゆ
け
）ど

も
終ハ

テ

な
し
。
小
田
原
に
本

（
も
と
）し

れ
る
そ4

み
か
く
た

4

4

4

4

の
先

（
せ
ん
だ
つ
）

達
な
る
有

（
あ
り
）て

、
枕
ゆ
ふ
便
り
に
問

よ
れ
ば
、
い
み
じ
う
も
て
な
し
て
、
頃

（
こ
の
ご
ろ
）の

疲
を
も

わ
す
れ
つ
。
あ
る
じ
盃
持

（
も
ち
い
で
）

出
、
夜（

よ
ざ
む
）寒

な
れ
ば
な
ど

い
ふ
も
お
か
し
。

	

ひ
ろ
き
う
み
重
な
る
山
を
分
来
て
ぞ

	

ま
こ
と
の
人
の
な
さ
け
し
る
べ
く

十
二
日
、
と
も
に
余（

な
ご
り
）波

す
く
な
か
ら
ず
。「
や
が

て
」「
必

（
か
な
ら
ず
）」

な
ど
い
ひ
て
、
海
辺
ま
で
は
る
〴
〵

送（
お
く
り
き
た
）

来
れ
り
。

こ
こ
に
登
場
す
る
「
箱
根
山
」
の
「
そ
み
か
く
た
」

が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。「
そ
み
か
く
た
」
と
は
、

和
歌
に
古
く
よ
り
登
場
す
る
山
伏
の
こ
と
で
あ
る
。

聖
護
院
二
品
興
意
法
親
王
と
「
己
」
の
一
行
は
、
箱

根
の
関
所
を
越
え
て
小
田
原
宿
に
到
着
し
た
の
で
あ

る
が
、
そ
こ
で
二
人
を
出
迎
え
た
の
が
、「
本
し
れ
る

そ
み
か
く
た
の
先
達
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
問
題
と

な
る
の
は
、
な
ぜ
小
田
原
の
山
伏
に
迎
え
ら
れ
、「
い

み
じ
う
も
て
な
し
」
を
受
け
、
そ
の
「
ま
こ
と
」
に
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感
動
し
、
翌
朝
も
「
や
が
て
」「
必
」
と
互
い
に
再
会

を
誓
い
、
余
波
を
お
し
む
一
段
が
描
か
れ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
興
意

法
親
王
が
、
山
伏
の
天
台
系
宗
派
を
統
括
す
る
本
山

派
の
本
寺
聖
護
院
の
門
跡
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
「
本
し
れ
る
そ
み
か
く
た
の
先
達
」
が
誰
れ
で

あ
っ
た
か
、
残
念
な
が
ら
確
認
で
き
な
い
が
、
旧
知

の
本
山
派
の
先
輩
格
の
山
伏
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら

か
で
、
興
意
法
親
王
と
「
己
」
の
二
人
の
旅
の
意
味
、

ま
た
、
二
人
の
関
係
等
々
に
つ
い
て
も
熟
知
し
て
い

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
興
意
法
親
王
は
、

秀
忠
に
拝
謁
す
る
た
め
の
江
戸
下
向
の
途
中
で
あ
る

こ
と
、
そ
し
て
同
行
者
の
「
己
」
な
る
人
物
を
興
意

法
親
王
が
伴
な
っ
た
理
由
も
承
知
し
て
い
た
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
「
己
」
な
る
人
物
が
、
興
意
法
親
王
の

跡
を
継
い
で
、
聖
護
院
に
入
る
予
定
の
道
晃
法
親
王

で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
（『
系
図
纂
要
』
第
一

「
道
晃
法
親
王
」
の
項
に
「
慶
長
十
七
年
十
ノ
二
生　

称
吉
宮　

入
聖
護
院　

寛
永
二
年
正
ノ
廿
九
得
度
」

と
あ
る
こ
と
よ
り
、
吉
宮
の
幼
名
の
ま
ま
に
聖
護
院

に
入
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
）、
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
小
田
原
の
宿
に
お
い
て
も
、
ど
う
や
ら
こ
の
「
己
」

な
る
人
物
は
、
秀
忠
拝
謁
の
場
面
と
同
じ
く
、「
二
品

親
王
の
後
へ
に
随
」
つ
て
い
た
に
違
い
な
い
の
で
あ

る
。
す
で
に
述
べ
た
ご
と
く
、
元
和
六
年
（
一
六
二

〇
）
十
月
七
日
に
急
死
し
た
聖
護
院
門
跡
興
意
法
親

王
の
次
の
門
跡
が
、
道
晃
法
親
王
で
あ
っ
た
こ
と

は
、「
天
台
宗
聖
護
院
門
跡
歴
代
」（『
読
史
備
要
』）

等
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
、
こ
の
「
己
」

な
る
人
物
が
、
は
た
し
て
道
晃
法
親
王
で
間
違
い
な

い
と
い
え
る
の
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
た
め
に
、
ま

ず
道
晃
法
親
王
に
つ
い
て
の
略
歴
を
見
て
み
る
と
、

慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
十
月
十
二
日
（
一
説
、

三
月
八
日
・
十
月
二
日
）、
後
陽
成
天
皇
の
第
十
一

（
十
三
と
も
）
皇
子
と
し
て
生
れ
、
吉
宮
と
呼
ば
れ
、

後
に
、
聖
護
院
宮
・
照
高
院
宮
・
遍
照
寺
宮
と
称
さ

れ
、
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
六
月
十
八
日
、
六
十

八
歳
で
薨
じ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
篠
枕
』
と

の
関
連
か
ら
見
て
み
る
と
、
江
戸
下
向
の
翌
年
、
元

和
七
年
に
聖
護
院
に
入
室
（『
国
史
大
事
典
』）
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
親
王
は
御
水
尾
院
よ
り
歌
道

を
学
び
、『
古
今
集
』・『
伊
勢
物
語
』
の
伝
授
を
受
け

た
歌
人
で
あ
り
、
書
・
画
さ
ら
に
は
茶
道
に
も
秀
れ

た
、
当
代
を
代
表
す
る
文
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
（『
和
歌
大
辞
典
』
等
）。『
篠
枕
』
の
作
者
に

は
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
人
物
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
問
題
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
親
王

の
年
令
が
、
元
和
六
年
の
時
点
で
は
九
歳
で
あ
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
問
題
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
九

歳
の
少
年
に
こ
の
紀
行
文
が
書
け
た
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
作
者
名
と
年
次
を
記
し

た
写
本
、
あ
る
い
は
記
録
が
見
い
出
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
問
題
は
、
た
だ
ち
に
氷
解
す
る
の
で
あ
る
が
、

現
時
点
で
は
そ
う
し
た
写
本
の
出
現
や
、
別
の
記
録

類
に
よ
る
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。
そ
こ
で
い
ま
、

道
晃
法
親
王
が
残
さ
れ
た
詠
草
類
の
中
に
『
篠
枕
』

所
載
歌
一
〇
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
見

て
み
る
と
、『
道
晃
法
親
王
御
詠
集
』（
写
本
二
冊
内

閣
文
庫
蔵
）
に
は
、
親
王
十
五
歳
の
寛
永
三
年
（
一

六
二
六
）
よ
り
最
晩
年
の
延
宝
七
年
迄
の
歌
が
収
め

ら
れ
、『
遍
照
寺
宮
詠
』（
写
本
四
冊
高
松
宮
家
蔵
）

に
は
、
二
十
六
歳
の
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
よ

り
最
晩
年
迄
の
作
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
元
和
期

の
詠
草
類
は
両
者
共
に
収
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、『
道
晃
・
倶
起
三
十
首
和
歌
』（
写
本
一
冊
宮
城

県
図
書
館
蔵
）
そ
の
他
に
も
『
篠
枕
』
所
載
の
詠
歌

は
見
い
出
し
え
な
い
。
或
い
は
、
少
年
期
の
習
作
と

し
て
採
録
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る
が
、
今
見
た
通
り
『
篠

枕
』
の
詠
歌
者
が
、
九
歳
の
道
晃
法
親
王
で
あ
る
と

い
う
確
証
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
得
る
こ
と
が
で
き
て
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い
な
い
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
、『
篠
枕
』
の
作
者
を

道
晃
法
親
王
と
す
る
考
え
を
取
り
下
げ
る
つ
も
り
は

な
い
。
前
述
し
た
ご
と
く
、
状
況
証
拠
は
十
分
に

揃
っ
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

三
、
誤
認
の
背
景
と
そ
の
継
承

『
篠
枕
』
の
作
者
道
晃
法
親
王
が
、
中
院
通
勝
に
誤

認
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
な
ぜ
起
っ
た
の
か
、
そ
の

原
因
の
一
端
さ
え
も
が
、
作
品
『
篠
枕
』
の
内
容
、

あ
る
い
は
伝
本
か
ら
も
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

た
だ
い
え
る
こ
と
は
、
ど
こ
か
の
段
階
で
誤
認
さ

れ
、
そ
れ
が
継
承
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る

が
、
伝
本
と
し
て
中
川
文
庫
の
写
本
と
『
桑
弧
』
所

収
本
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、『
扶
桑
拾
葉
集
』
巻
二
十

七
に
収
載
さ
れ
て
い
る
一
七
篇
の
和
文
の
配
列
か

ら
、
彰
考
館
に
お
け
る
編
集
過
程
の
中
に
、
誤
認
を

誘
発
す
る
原
因
と
な
っ
た
要
因
が
、
あ
る
い
は
想
像

で
き
な
い
わ
け
で
も
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
勿

論
、
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
、
こ
れ
以
下
の
推
測
は
、
全

く
の
空
想
裏
の
遊
び
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
承
知

し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
通
勝
と
道
晃
法
親
王
の

誤
認
が
気
が
か
り
で
仕
方
が
な
い
の
で
あ
る
。
い
ま

筆
者
の
意
識
が
刺
激
さ
れ
て
い
る
の
は
、
恐
ら
く
彰

考
館
の
学
者
達
の
誤
認
を
正
す
の
だ
と
い
う
気
持
に

起
因
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

最
後
に
改
め
て
ふ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
ず
伝
本
の
問
題
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
中
川
文

庫
の
写
本
『
篠
枕
』
と
『
扶
桑
拾
葉
集
』
本
と
の
本

文
の
差
異
は
、
同
じ
親
本
を
写
し
た
も
の
と
は
考
え

に
く
く
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
親
本
に
よ
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
親
本
の
先
に
、

一
つ
の
祖
本
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
の
祖
本
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ
ま
た
問
題
は
氷

解
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
中
川
文
庫
の
親
本

に
は
、
は
た
し
て
外
題
・
内
題
と
も
に
「
篠
枕
」
と

あ
っ
た
か
ど
う
か
、
ま
た
内
題
の
下
に
作
者
名
が

「
権
中
納
言
通
勝
」
と
あ
っ
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。
同

様
に
『
扶
桑
拾
葉
集
』
の
親
本
に
は
、
外
題
・
内
題

が
そ
れ
ぞ
れ
「
さ
ゝ
枕
」
と
あ
っ
た
の
か
、「
篠
枕
」

と
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
作
者
名
は
「
源
通
勝
」
と

記
さ
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。
両
者
と
も
に

こ
れ
以
上
推
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、『
扶
桑

拾
葉
集
』
の
作
者
名
の
表
記
「
同
」
に
限
っ
て
は
、

親
本
に
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
間
違
い
な
く
彰
考

館
に
お
け
る
編
集
段
階
に
お
い
て
書
か
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
同
」

の
一
字
に
は
、
編
集
者
の
誤
認
を
誘
発
す
る
に
足
る

要
因
と
な
り
う
る
も
の
が
ひ
そ
ん
で
い
た
こ
と
が
想

像
さ
れ
て
よ
い
こ
と
に
な
る
。
勿
論
、
う
っ
か
り
ミ

4

4

4

4

4

ス4

で
結
果
と
し
て
誤
認
と
な
っ
た
わ
け
で
、
原
因

等
々
を
考
え
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
で
考
究
を
断
つ
と
い
う
立
場
も
あ
っ
て
よ
い
が
、

や
は
り
こ
こ
は
う
っ
か
り
ミ
ス

4

4

4

4

4

4

を
誘
発
す
る
要
因
が

あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
い
う
立
場
に
立
っ

て
、
少
し
く
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
そ

の
一
つ
と
し
て
、
冒
頭
が
通
勝
薨
後
一
〇
年
の
「
元

和
庚
申
（
六
）
年
」
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
作

品
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
作
者
を
「
同
」
と
表

記
し
た
要
因
と
な
り
う
る
も
の
と
し
て
、
作
品
中
の

「
二
品
親
王
」
を
「
興
意
法
親
王
」
で
あ
る
と
読
み
と

り
、
そ
の
親
王
の
元
の
名
が
道
勝
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
た
め
に
、「
道
」
を
う
っ
か
り
「
通
」
と

カ
ン
違
い
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
の
背
景
に
は
、
作
品
中
で
聖
護
院
門
跡
興
意

法
親
王
に
随
行
し
て
い
る
次
の
聖
護
院
門
跡
道
晃
法

親
王
が
、
六
歳
よ
り
智
仁
親
王
の
連
歌
の
座
に
加

わ
っ
て
い
た
天
才
少
年
だ
っ
た
と
い
う
評
判
が
、

『
岷
江
入
楚
』
の
著
者
通
勝
は
、
五
才
で
源
氏
の
意
宴

歌
を
詠
ん
だ
天
才
少
年
だ
っ
た
と
い
う
評
判
と
重

な
っ
て
、

	�


通8

勝
、
五
才
の
天
才
→
次
代
聖
護
院
門
跡
道
晃
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法
親
王
、
六
才
の
天
才
→
聖
護
院
門
跡
興
意
法

親
王
の
名
前
道8

勝
→
カ
ン
チ
ガ
イ
→
通8

勝

と
い
う
連
想
の
回
路
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

い
ま
一
つ
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
も
と
も
と
別
の

人
名
を
意
味
す
る
「
同
」
が
、
や
は
り
カ
ン
チ
ガ
イ

に
よ
っ
て
、
こ
こ
に
は
め
込
ま
れ
、
現
在
ま
で
誤
認

が
続
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
は
、『
扶
桑
拾
葉
集
』
巻
二
十
七
の
作
品
配

列
か
ら
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。

い
ま
巻
二
十
七
の
作
品
の
配
列
と
作
者
を
見
て
み

る
と
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
六
月
の
中
院
通
勝

の
「
岷
江
入
楚
序
」
か
ら
、
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）

四
月
の
好
仁
親
王
の
「
式
部
卿
智
仁
親
王
を
い
た
め

る
和
歌
序
」
ま
で
の
一
七
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
る

が
、
年
代
は
慶
長
・
元
和
期
に
集
中
し
、
た
だ
最
後

の
一
篇
だ
け
が
寛
永
の
作
で
、
少
し
無
理
に
く
っ
つ

け
ら
れ
た
感
じ
が
す
る
が
、
作
品
の
内
容
と
作
者
の

面
か
ら
見
て
み
る
と
、
こ
の
一
篇
も
慶
長
・
元
和
期

の
世
代
に
集
約
さ
れ
て
よ
い
性
格
の
作
品
と
作
者
で

あ
る
と
い
え
る
。
巻
末
三
篇
の
作
品
名
と
成
立
時

期
、
お
よ
び
作
者
名
を
並
べ
て
み
る
と
、

15	

陽
光
院
三
十
三
回
御
忌
追
善
の
辞

			




元
和
四
年
七
月
二
十
四
日　
　

興
意
法
親
王

16	

後
陽
成
天
皇
升
遐
の
記

			




元
和
二
年
八
月
二
十
六
日　
　

平　

時
慶

17	

式
部
卿
智
仁
親
王
を
い
た
め
る
和
歌
序

			




寛
永
六
年
四
月
七
日　
　
　
　

好
仁
親
王

の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
れ
を
成
立
順
に
並
べ
て
み
る

と
、
16
・
15
・
17
の
順
に
な
る
。
こ
の
中
に
、
元
和

六
年
成
立
の
、
巻
二
十
七
二
番
目
の
『
篠
枕
』
を
置

い
て
み
る
と
、

16	

後
陽
成
天
皇
升
遐
の
記

			




元
和
二
年
八
月
二
十
六
日　
　

平　

時
慶

15	

陽
光
院
三
十
三
回
御
忌
追
善
の
辞

			




元
和
四
年
七
月
二
十
四
日　
　

興
意
法
親
王

2	

篠
枕

			




元
和
六
年
十
月　
　
　
　
　
　

同

17	

式
部
卿
智
仁
親
王
を
い
た
め
る
和
歌
序

			




寛
永
六
年
四
月
七
日　
　
　
　

好
仁
親
王

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
場
合
「
同
」
は
興
意
法

親
王
に
な
る
。
し
か
し
、『
扶
桑
拾
葉
集
』
の
編
者

は
、
こ
の
時
系
列
に
よ
る
編
集
は
採
用
せ
ず
、
親
子

兄
弟
の
関
係
に
基
づ
く
編
集
を
行
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

15
父
陽
光
院
誠
仁
親
王
→
16
第
一
皇
子
後
陽
成
天
皇

→
17
第
六
皇
子
式
部
卿
智
仁
親
王

こ
れ
で
見
て
み
る
と
、
15
→
16
→
17
は
父
子
兄
弟
の

順
序
が
き
ち
ん
と
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ

こ
に
父
子
兄
弟
の
列
で
「
篠
枕
」
を
入
れ
て
み
る
と
、

篠
枕
の
主
役
が
、
少
な
く
と
も
前
半
は
興
意
法
親
王

で
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
く
。
陽
光
院
の
第
五
皇
子
で

あ
っ
た
興
意
法
親
王
は
、
第
六
皇
子
智
仁
親
王
の
前

に
置
か
れ
る
の
が
当
然
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

の
よ
う
な
父
子
兄
弟
の
系
列
を
考
え
て
み
る
と
、

「
篠
枕
」
の
主
人
公
が
興
意
法
親
王
で
あ
る
こ
と
と
、

作
者
も
同
じ
興
意
法
親
王
で
あ
る
と
い
う
カ
ン
違
い

4

4

4

4

の
ま
ま
、
15
の
作
者
名
を
興
意
法
親
王
と
考
え
、

「
同
」
の
一
文
字
を
書
き
つ
け
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
時
系
列
の
編
集
意
識
が
、
父
子
兄
弟
の

系
列
に
変
更
さ
れ
た
時
点
で
、
先
に
触
れ
た
興
意
法

親
王
の
道
勝
の
「
道
」
と
、
中
院
通
勝
の
「
通
」
と

が
混
乱
を
起
し
、「
道
勝
」
が
「
通
勝
」
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
で
、
15
の
次
に
置
れ
る
べ
き
「
篠
枕
」

が
冒
頭
通
勝
の
「
岷
江
入
楚
序
」
の
次
に
、
作
者
名

「
同
」
の
ま
ま
で
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
の
で
あ
る
。

四
、
誤
認
の
継
承
と
い
う
こ
と

「
篠
枕
」
を
中
院
通
勝
の
紀
行
作
品
で
あ
る
と
す

る
『
扶
桑
拾
葉
集
』
の
認
識
に
対
し
、
作
者
は
通
勝

で
は
な
く
、
聖
護
院
宮
道
晃
法
親
王
で
あ
っ
た
と
の
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説
を
展
開
し
、
か
つ
、『
扶
桑
拾
葉
集
』
の
認
識
に

は
、
迂
闊
さ
あ
る
い
は
勘
違
い
に
も
と
づ
く
「
誤
認
」

が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
と
同
時
に
そ
の
背
景

に
あ
っ
て
、
そ
の
「
誤
認
」
を
齎
ら
し
た
誘
因
の
幾

つ
か
を
想
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
『
扶
桑
拾
葉

集
』
が
犯
し
た
「
誤
認
」
は
、
実
は
、
現
時
点
に
お

け
る
筆
者
ま
で
継
承
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
い
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
い
ま
の
筆
者

に
は
忸
怩
た
る
思
い
が
強
い
が
、
確
か
に
筆
者
も
ま

た
『
扶
桑
拾
葉
集
』
の
「
誤
認
」
を
継
承
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
改
め
て
「
誤
認
」
の
流
れ
を
見
て
み
る
と
、

最
初
に
「
誤
認
」
を
継
承
し
た
の
は
、
元
禄
の
大
名

鍋
島
直
條
編
集
の
『
桑
弧
』
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
い

た
の
が
明
治
三
十
一
年
の
活
字
版
『
扶
桑
拾
葉
集
』

で
あ
り
、
明
治
三
十
四
年
の
『
続
帝
国
文
庫
続
々
紀
行

文
集
』
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
『
続
帝
国
文
庫
』
の

『
続
々
紀
行
文
集
』
は
、
昭
和
五
十
四
年
に
『
日
本
紀

行
文
集
成
』
第
四
巻
に
収
載
さ
れ
、
平
成
十
三
年
に

は
、
新
装
版
と
し
て
も
出
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
平

成
十
四
年
刊
の
『
補
訂
版
国
書
総
目
録
』（
岩
波
書

店
）
で
も
作
者
名
は
中
院
通
勝
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
て
筆
者
も
ま
た
、
平
成
十
三
年
に
古
典
文
庫
よ

り
『
桑
弧
』
を
出
版
し
、
こ
の
「
誤
認
」
を
継
承
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

如
上
の
ご
と
き
「
誤
認
」
の
継
承
に
は
驚
き
を
禁

じ
え
な
い
が
、
な
ぜ
か
く
も
長
く
、
何
度
も
何
度
も

続
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
原
因
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の

か
。「
誤
認
」
を
し
て
し
ま
っ
た
者
と
し
て
考
え
て
み

る
と
、
そ
の
原
因
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
次
の
二
点
に

集
約
さ
れ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
の
第
一
点
は
、
誰
も

が
正
確
に
作
品
を
読
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

り
、
第
二
点
と
し
て
は
、『
扶
桑
拾
葉
集
』
と
い
う
水

戸
光
圀
の
権
威
を
暗
々
裏
に
も
認
め
、
そ
の
判
断
に

盲
目
的
に
従
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
一
点
に
あ
げ
た
、
不
確
か
な

読
み
に
終
始
し
た
の
も
、
遠
因
は
、
こ
の
水
戸
光
圀

の
権
威
を
認
め
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
「
篠
枕
」
の
作
者
に
つ
い
て
の
「
誤
認
」
と
、

そ
の
「
誤
認
」
の
継
承
の
問
題
に
つ
い
て
見
て
き
た

が
、
こ
の
問
題
は
、
単
に
作
者
の
問
題
に
止
ま
る
も

の
で
は
な
く
、
作
品
の
成
立
年
次
、
さ
ら
に
は
作
品

の
解
釈
、
あ
る
い
は
作
品
論
に
つ
い
て
も
起
り
う
る

も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

結
局
、
古
典
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
者
が
、
そ
の
対

象
に
対
し
て
、
ど
こ
ま
で
虚
心
坦
懐
に
立
ち
向
い
え

て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
研
究
者
と
し
て
余
命
幾
許
く
も
な

い
今
に
至
っ
て
、
こ
う
し
た
リ
レ
キ

4

4

4

を
漏
ら
さ
ざ
る

を
え
な
い
自
分
の
未
熟
さ
を
痛
感
し
て
い
る
こ
と
を

述
べ
て
、
筆
を
置
く
こ
と
に
す
る
。


